
令和６年度流域を含めた治水対策等に関する検討業務

本業務は、流域治水の計画的な推進を目的に流域治水に係る取組の実施状
況や検討状況、実施にあたっての課題について整理し、流域治水の推進方
策に関する調査・検討を行うものである。
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別紙「契約理由書」のとおり

中国地方整備局
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入札情報サービス（ＰＰＩ）
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にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索する
ことにより、契約過程に関する情報を閲覧可能である。
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契約業者名： 一般財団法人　国土技術研究センター

業務の名称： 令和６年度流域を含めた治水対策等に関する検討業務

契約理由：

契約理由書
(プロポーザル方式)

　本業務は、流域治水の計画的な推進を目的に流域治水に係る取組の実施状況や検討状
況、実施にあたっての課題について整理し、流域治水の推進方策に関する調査・検討を行
うものである。
　また、近年の河道管理の課題や被災事例、気候変動の議論等を踏まえ、河道計画や河道
施設配置計画に活用する技術・知見の進展に関する情報等をとりまとめ、技術資料等の作
成を行うとともに、堤防の決壊時や地震後の復旧事例、緊急対策シミュレーション結果か
ら、より実施性のある緊急対策を行うためのチェックリストや最新技術等をとりまとめる
ものである。

　業者の選定にあたっては、簡易公募型プロポーザル方式を採用し、配置予定技術者の経
験及び能力、実施方針・実施フロー・工程計画・その他、評価テーマに関する技術提案に
ついて総合的に評価を行った結果、求める業務内容等に合致し、的確な提案を行っている
ことから、会計法第２９条の３第４項、予算決算及び会計令第１０２条の４第３号によ
り、上記業者と契約を行うものである。


